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けられたことにより，ＮＧＢであるTAC/USAとは逆に，近年，財源の窮乏が顕著に見られる。この
ため，陸上競技プログラムをカットする大学も急増しており，米国陸上界の人材供給の著しい減少も，
近い将来に深刻なものとなることが懸念される。ＮＣＡＡによると，男子の陸上競技プログラムがカッ
トされた大学は，1987-88年で29校にのぼる（STOLLEMS1989)27)。
他方では，TAC/USAの競技力向上政策を通じて，トップアスリートの競技キャリアの長期化競
技者の専業化および試合の高度な興行化等々が，米国並びに国際的な陸上界での急激な変革を生み
出した。またこの過程の中で，試合チャンスと共に，企業スポンサー・試合賞金等々スポーツ資金の
少数エリート選手やティーム，クラブへの高度な集中によって，選手間およびスポーツ問格差の拡大
も顕著である20)。従って，エリート．スポーツへの資金流入とは逆に，従来のアマチュア．スポー
ツでの非収益スポーツ（NonRevenuelntcrcol1egiate/C1ubSports）ではむしろ資金不足も深刻化して
おり，プログラム・カットによるコーチのポスト不足，職業基盤への不安も出始めているのが現状で
ある27)。
草の根レベルでのタレントの発掘や養成，およびスポーツの奨励と普及のための施策と，トップア
スリートヘの直接的な競技力向上を目指しての施策は，必ずしも両立するものではない。むしろ，国
際競技力の向上は，世界的にソ連・東欧諸国や一部の発展途上国を中心に，先進西欧諸国も類似した
国策的なトップレベル・スポーツへの資金の過度な集中と選手のプロ化によって達成されてきたも
のと言えよう。ソ連・東欧諸国，および一部の発展途上国では，国家の国際的なプロパガンダを目的
に，国際競技力向上政策として，エリート・スポーツへの国家予算の大量投資によってフルタイムの
選手，コーチ，研究者らを雇い，理論と実践両面でのコーチングおよびトレーニング．システムを実
現してきた。しかし，今日の東欧社会主義体制の崩壊はまた，それらに対するこれまでの著しい財政
的アンバランスに対する大衆の厳しい批判に晒きれ，競技力向上スポーツ政策自体の全面的な見直し
も迫られているのである。
典型的な民間主導型である米国に於ても，前述の様な莫大な資金や試合機会の少数エリート選手
への集中に対する批判は少なくなく，資金の適度な環流が望まれている。当該競技はもとより，スポー
ツ全体にとっても，エリート・スポーツから学校・地域での草の根レベルに至る，豊かなスポーツ環
境づくりとのバランス良い発展の中にこそ，真のエリート政策の存在が可能であろう。これに関連し
て，米国では，アマチュア・スポーツに対するプロ・スポーツでの資金集中も同様な問題として論議
され，前者への適度な資金環流の必要'性も指摘されている（PCOS1977)24)。その理由は，プロ．
スポーツの存在自体が，アマチュア・スポーツからの人材養成と供給面での貢献を前提にしているた
めである。ちなみに，図７には，米国でのプロ・スポーツとアマチュア（大学対抗/クラブ）スポー
ツの観客動員数の種目別割合（％）を示した。また同様に，図８には両者の入場券収入のスポーツ種
目別割合を示した。
各国での世界的レベルでの競技力向上政策の強化に伴った，アマチュア・スポーツのプロ化と種目
間および個人間での資金格差の拡大現象は，1970年代以降極めて短期間に，しかも急激な変化としても
たらきれたものである。しかし，それに対応しうる適切な経済政策に基づいた，具体的で現実的な施
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策はまだ見出きれていない様に思われる。
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図８．米国におけるプロ゛スポーツ(上段)と大学スポーツ(下段)の入場券収入の種目別割合(PCOS
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